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平成 24 年 11 月 15 日 

角山 智 

資産運用レポート：成長株投資の理想と現実 

 

１．はじめに 

 

 株式投資の醍醐味は、成長株への長期投資にあります。下のチャートは、エン・ジャパンです

が、この銘柄は２００３～２００５年の３年間で株価が２０倍になりました。 

 

 実のところ、私もこの銘柄を持っていました。それで、どれだけ取れたかといえば、たったの

２倍です。 

 

 ２００３年当時は、エン・ジャパンがポートフォリオの筆頭銘柄でした。成長期待で長期保有

するつもりが、株価の激しい値動きに耐えられず、売り注文を出してしまったのです。 

 

 小型成長株は、ボラティリティが高いため、持ち続けることに苦痛を伴います（株価が下がっ

ても何とも思わない強心臓の持ち主を除いて）。特に、地合いの悪いときはなおさらです。 

 

 後からチャートを振り返れば１０倍株（テンバーガー）でも、現実的には損切りで終わること

が少なくありません。 

 

 今回の資産運用レポートでは、そんな成長株投資について取り上げてみました。 

 

 

★エン・ジャパン 株価チャート（２００３～２００６年、週足） 

 

 

 

 


